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本研究は、中学校社会科教育において、情報通信技術（ICT）を活用し、生徒

が社会科における事象の因果関係を可視化し、他者に論理的に説明する活動を

通じて、より深い理解へと繋げる授業を目指すものである。具体的には、生徒

が自ら資料を収集・分析し、「因果関係可視化マップ」という ICTツールを効果

的に用いて、事象の原因や結果を視覚的に整理する活動を取り入れる。このア

プローチにより、複雑な因果関係を明確に捉え、多角的な考察を促すことを意

図している。実践授業では、地理的分野の「アジア州-急速な都市の成長と変化

-」という単元を対象に、生徒は収集した情報を基に因果関係を可視化する活動

を行なった。単元の学習前後で生徒の因果関係に関する理解度を測定した結果、

単元学習を通して有意な向上が見られた。この結果から、因果関係可視化マッ

プを活用した授業は、生徒が社会科における事象を因果的に捉え、多角的に考

察する上で有効な手段である可能性が示唆された。一方で、今後の課題として、

可視化する内容の精選や、生徒間の対話を通じた学びの深化が挙げられる。 

 

 


